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正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1

0決算額

繰越額

12,900

13,200

0 0

会計

事業タイプ

経費区分

東工汚水処理場の効率的な施設の機能を保持を行うため、
福井県染色工業協同組合に施設の運転管理・維持管理を委
託している。

事
業
費
／
千
円

H23（2011） H24（2012）

12,900予算額

区分

事
業
要

員

タ
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

公共下水道管理運営事業公共下水道管理運営事業公共下水道管理運営事業公共下水道管理運営事業・・・・東工汚水処理場東工汚水処理場東工汚水処理場東工汚水処理場

開始年度 1974 終了年度 9999

下水道法

目的 染色団地内の染色会社５社から排出される放流水の適正な水処理を行うことにより水質を良好に維持し、公共用水域の水質保
全を図るため、東工汚水処理場の適正な運転管理・維持管理を実施し、効率的な施設の機能を保持する。
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事業名

部署名 下水道課

福井県染色工業協同組合に委託し、東工汚水処理場の適正な運転管理・維持管理を実施し、効率的な施設の機能を保持を行
う。

事業コード

778

概要

法令
根拠
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容
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活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

下水道事業特別会計

単独事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

放流水水質検査回数 目標値 47474747 47474747 47474747 47474747 47474747回

実績値 47474747 47474747

放流水水質基準適合率 ％ 目標値 100100100100 100100100100 100100100100 100100100100 100100100100

計算
根拠

水質基準適合率＝水質基準適合回数/水質検査回数

実績値 100100100100 100100100100

達成率
（％）

100100100100 100100100100

実数値 47/4747/4747/4747/47 47/4747/4747/4747/47

ランク ＡＡＡＡ ＡＡＡＡ

都市機能の充実したまちづ
くり

下水道の普及促進を図る下水道

基本目標 属性 基本施策

公共下水道・農業集落排水
の接続率向上

実施施策

5071

H23事業名 公共下水道管理運営事業・東工汚水処理場 778

909
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

東工汚水処理場は染色会社５社からの染色排水を処理する施設であり、直接市民
との関わりはないが、公共用水域の水質保全を図るため条例に規定する水質基準
を遵守している。

根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

昭和３０年代の工場誘致の条件整備的に設置された施設であり、今回の「特定公
共下水道」としての認可を受ける際、国土交通省と協議の結果、維持管理面から
民間譲渡は認められず、今回当市が管理することを要件として認可された。

根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

東工汚水処理場施設の老朽化進行に伴いコスト削減の余地はない。根
拠

東工汚水処理場における下水道使用料金を財源としており、他の財源確保はな
い。

根
拠

特定公共下水道としての認可に伴い水質基準が強化されるため、現在の処理施設
（生物ろ過）のろ材入替えおよび高速凝集沈殿処理施設を設置することにより排
水水質の向上を図る。

根
拠

東工汚水処理場の適正な維持管理を行う。

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

東工汚水処理場の適正な維持管理を行う。平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

一者随契等の特定の相手先への
委託事業のため

H23事業名 公共下水道管理運営事業・東工汚水処理場 778

910


